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（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博士（エネルギー科学） 氏名 國政 秀太郎 







る Building Energy Management System(BEMS)が挙げられる。しかし、過度なエネルギー
消費の抑制は執務環境を悪化させ、執務者の知的生産性を低下させる恐れがある。 
 本論文は上記の背景に鑑み、オフィス執務者の知的生産性と省エネルギーの両立を可能とす













第 3 章では 2 章で扱った分類問題を回帰問題へ拡張させた手法を提案している。具体的に
は、生理指標の計測結果から知的作業時の作業成績(タスクの解答速度)を直接推定する手法を
検討している。推定に用いる生理指標として人の認知状態を反映するとされる心拍変動と瞳孔
径を利用し、推定手法として機械学習である SVR(Support Vector Regression)と RF(Random 





































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、オフィス執務者の知的生産性と省エネルギーの両立を目的とした新しい BEMS 
(Building Energy Management System)である Productivity-oriented BEMSを実現する
ため、執務者の生理指標を用いた 3つのリアルタイム知的生産性評価手法を研究した結果
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